


※  注記事項 
（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご参照ください。 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 
②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 
③  会計上の見積りの変更                    ：無 
④  修正再表示                              ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期２Ｑ 8,415,000 株 2019年３月期 8,415,000 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 27,298 株 2019年３月期 27,148 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 8,387,786 株 2019年３月期２Ｑ 8,388,211 株 

 
※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績予想に関する記述は、発表日現在の将来に関する見通し・計画に基づく予測が含まれ
ており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、経済情勢・競合状況や不確定要
因により記載の予想数値と異なる可能性があります。 
 なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の２ページをご参照ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 わが国経済は、米国を中心とした通商交渉の影響等により輸出や生産の一部に弱さがみられるものの、緩やかな

回復基調が続いております。一方、世界経済は、米中貿易摩擦による中国経済の減速や、英国のＥＵ離脱交渉の動

向、中東を巡る地政学リスク等の不安要素により、先行きについては不透明な状況が続いております。 

 当社を取り巻く事業環境としては、前事業年度は関東地区を中心とした熱源機器（吸収冷温水機・ボイラ）の需

要が一時的に増加しましたが、当事業年度は例年並みの推移となっております。 

 このような事業環境の下、当第２四半期累計期間における受注高は、前年同期比11億６百万円減少の108億78百

万円、売上高は、前年同期比７億25百万円増加の81億91百万円となりました。 

 事業別には次のとおりです。 

 空調事業では、受注高は、需要増加した前年同期から機器本体や大口の付帯設備工事案件が減少したことによ

り、前年同期比７億91百万円減少の77億92百万円となりました。一方、売上高は、前事業年度受注の空調機器本体

及び付帯設備工事の売上が増加したこと等により、前年同期比３億16百万円増加の52億円となりました。 

 ボイラ事業では、受注高は、保守点検・改修改造工事（以下、メンテナンス工事）が順調に推移したものの、前

年同期から大口貫流ボイラ機器案件が減少したこと等により、前年同期比３億14百万円減少の30億85百万円となり

ました。一方、売上高は、前事業年度受注の大口貫流ボイラ機器の売上があったことや、メンテナンス工事が増加

したこと等により、前年同期比４億９百万円増加の29億91百万円となりました。 

 利益面では、売上高の増加や受注損失引当金の繰入額減少による好転はあったものの、受注拡大に向けた人員増

強や販売費用の増加等により、営業損失は、前年同期比30百万円悪化の72百万円、経常損失は、前年同期比20百万

円悪化の71百万円となりました。四半期純損失は、前年同期比１百万円好転の44百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（総資産） 

 当第２四半期会計期間末における総資産の残高は141億５百万円となり、前事業年度末に比べ16億70百万円減少

いたしました。主な増加は、仕掛品であり、主な減少は、売上債権であります。

（負債） 

 当第２四半期会計期間末における負債の残高は85億12百万円となり、前事業年度末に比べ15億11百万円減少いた

しました。主な増加は、受注損失引当金であり、主な減少は、仕入債務であります。

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産の残高は55億92百万円となり、前事業年度末に比べ１億58百万円減少い

たしました。この主な要因は、前事業年度にかかる配当金１億円の支払い及び四半期純損益が44百万円の純損失と

なったことによる利益剰余金の減少であります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、2019年４月24日付「2019年３月期決算短信（非連結）」で公表いたしました通期の 

業績予想から変更はありません。 

 なお、業績予想には、本資料の発表日現在の将来に関する見通し・計画に基づく予測が含まれており、経済情 

勢・競合状況や不確定要因により実際の業績が記載の予測数値と異なる場合があります。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,199 7,147 

受取手形及び売掛金 7,065,758 5,242,994 

仕掛品 1,814,677 2,054,810 

原材料及び貯蔵品 440,380 528,811 

短期貸付金 2,135,311 1,976,382 

その他 126,285 76,104 

貸倒引当金 △5,081 △4,081 

流動資産合計 11,582,531 9,882,169 

固定資産    

有形固定資産 2,413,961 2,364,665 

無形固定資産 221,701 297,698 

投資その他の資産    

繰延税金資産 1,304,358 1,330,514 

その他 255,809 232,903 

貸倒引当金 △2,918 △2,918 

投資その他の資産合計 1,557,248 1,560,499 

固定資産合計 4,192,912 4,222,864 

資産合計 15,775,443 14,105,034 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,080,566 1,558,235 

電子記録債務 2,529,115 1,602,844 

未払法人税等 211,739 46,989 

賞与引当金 380,000 396,000 

受注損失引当金 339,569 469,572 

製品保証引当金 88,579 83,619 

その他 1,159,200 994,271 

流動負債合計 6,788,769 5,151,532 

固定負債    

退職給付引当金 3,222,335 3,348,321 

製品保証引当金 7,900 7,300 

資産除去債務 5,810 5,810 

固定負債合計 3,236,045 3,361,431 

負債合計 10,024,815 8,512,964 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,460,500 1,460,500 

資本剰余金 1,228,500 1,228,500 

利益剰余金 3,039,074 2,893,780 

自己株式 △25,837 △26,066 

株主資本合計 5,702,236 5,556,713 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 48,390 35,356 

評価・換算差額等合計 48,390 35,356 

純資産合計 5,750,627 5,592,069 

負債純資産合計 15,775,443 14,105,034 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 7,466,269 8,191,827 

売上原価 5,463,709 6,048,189 

売上総利益 2,002,560 2,143,637 

販売費及び一般管理費 2,044,713 2,216,195 

営業損失（△） △42,152 △72,558 

営業外収益    

受取利息 1,765 1,943 

受取配当金 643 802 

貸倒引当金戻入額 1,087 485 

その他 370 1,515 

営業外収益合計 3,866 4,747 

営業外費用    

支払利息 36 34 

固定資産除却損 3,322 1,433 

事務所移転費用 6,800 405 

その他 2,066 1,456 

営業外費用合計 12,225 3,329 

経常損失（△） △50,511 △71,140 

税引前四半期純損失（△） △50,511 △71,140 

法人税等 △4,000 △26,500 

四半期純損失（△） △46,511 △44,640 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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